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不具合の内容

作動油タンクホース差込部位 ホースが破損するホースガイド
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正規差込位置

ホースガイド

ホースが抜ける

30ｍｍ差込すぎ

ホース寸法：960の公差0～＋15
で実寸965～970で生産

ステアリング操作時ホー
スガイドに拘束される
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改善の内容

ホースの差込み量を確認し、不適切な物は正規の

状態（パイプ先端から３０ｍｍ位置）で固定する。

正規差込位置

左記の改善により、ホースガイドとの接触・拘束がなくなる。

　　　　　
不具合の内容
　ショベルローダの油圧ホースにおいて、製造時に作動油タンクへのホース差込みが適切に行われていな
かったため、当該ホースの差込み量が不適切なものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、ス
テアリ グ操作時に油圧ホ がホ ガイドに拘束されるため油圧ホ が抜け又は破損し作動油が漏

フレームとホース
の隙間有り ホースの拘束無し

改善の内容

識別
ト 左側支柱部に テ カ を貼り付ける

テアリング操作時に油圧ホースがホースガイドに拘束されるため油圧ホースが抜け又は破損し作動油が漏
れ、最悪の場合走行不能になるおそれがある。

　全車両、油圧ホースの差し込み量を確認し、不適切なものは正規の位置に修正する。
　確認時に、油圧ホースに傷等のダメージがあるものは、油圧ホースを新品に交換する。

　フロントフレーム左側支柱部にステッカーＮｏ．3255を貼り付ける。


